
厳
粛
な

空
気
の
中
で

　二
所
神
社
は
、
矢
野
下
八
幡
一

五
四
一
に
あ
り
ま
す
。

　涸
沼
川
岸
に
あ
る
地
域
に
は
、

遺
跡
の
分
布
や
土
器
・
石
器
な
ど

の
出
土
が
あ
り
、
矢
野
下
の
地
に

住
ん
で
い
た
先
人
も
、
比
較
的
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
た
所
で
生
活
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
「
矢
野
下
」
地
名
の
言
い
伝
え

　昔
、
八
幡
太
郎
義
家
（
平
安
時

代
後
期
）
が
関
東
東
征
の
折
、
矢

を
放
ち
、
そ
の
矢
が
飛
ん
で
き
て

落
ち
た
地
か
ら
「
矢
の
下
」
と
称

し
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
二
所
神
社
の
沿
革

　『友
部
町
百
年
史
』
に
は
、

　昭
和
三
十
五
年
九
月
、
も
と
の

位
置
（
矢
ノ
下
香
取
一
一
六
九
番

地
）
よ
り
現
在
地
に
鳥
居
、
本
殿

を
移
転
し
、
拝
殿
を
新
築
し
た
。

そ
の
後
、
八
幡
神
社
、
石
尊
神
社

を
合
祀
し
た
と
、
あ
り
ま
す
。

•

地
域
の
方
の
話

　香
取
神
社
の
祭
り
で
は
、
男
女

こ
ぞ
っ
て
集
ま
り
、
武
運
長
久
な

ど
を
願
い
お
参
り
し
ま
し
た
。

　昭
和
30
年
〜
34
年
、
食
糧
増
産

か
ら
耕
地
整
理
が
実
施
さ
れ
、
香

取
神
社
の
移
動
が
決
ま
り
ま
し

た
。
そ
し
て
下
郷
に
あ
る
八
幡
神

社
に
遷
宮
す
る
こ
と
に
し
て
「
二

所
神
社
」
と
命
名
し
ま
し
た
。

　現
在
、四
地
区
（
八
幡
坪
、上
郷
、

藤
株
、
田
中
坪
）
が
、
年
番
で
維

持
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

　２
月
11
日
（
土
）
は
、
二
所
神

社
の
祭
礼
の
日
で
し
た
。
本
年
も
、

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
、
役
員

と
代
表
だ
け
が
参
加
し
ま
し
た
。

　午
前
10
時
、
厳
粛
な
中
、
神
主

の
発
声
で
祭
礼
が
始
ま
り
ま
し

た
。
榊
の
奉
納
の
後
、『
奥
の
院
』

（
年
１
回
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

﹇
祭
礼
の
内
容
﹈

①
五
穀
豊
穣
、
家
内
安
全
の
祈
願

②
当
家
（
と
う
や
）
の
引
継
ぎ
式

　参
加
者
は
、
令
和
５
年
が
平
穏

な
年
に
な
り
、
氏
子
み
ん
な
揃
っ

て
祭
礼
が
開
か
れ
る
よ
う
に
と
祈

り
、
各
地
区
に
戻
り
報
告
を
し
ま

し
た
。

　取
材
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
荻

津
正
男
様
、
大
和
田
勉
様
は
じ
め

地
域
の
方
々
か
ら
多
大
な
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 　ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
な
ご
み
で
、

万
葉
亭
小
太
郎
さ
ん
の
『
新
春
落

語
』
を
聞
き
ま
し
た
。

　「笑
う
門
に
は
福
来
る
」

　人
間
の
脳
と
行
動
は
つ
な
が
っ

て
お
り
、
笑
う
と
脳
は
楽
し
く
な

り
、
楽
し
い
こ
と
を
考
え
始
め
る

そ
う
で
す
。
光
の
中
、
楽
し
く
活

動
す
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

□
連
絡
先

　市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　支
部
担
当
ま
で

☎
０
２
９
６―

７
７―

０
７
３
０

上段：オス
下段：メス

【
参
考
資
料
】

• 

二
所
神
社
（
現
地
提
供
資
料
）

• 

二
所
神
社
祭
礼

　矢
野
下
﹇
Ｄ
Ｖ
Ｄ
﹈

　
　
　

 （
映
像
で
わ
が
町
を
つ
く
る
会
）

• 

友
部
町
史

　友
部
町
百
年
史

矢
野
下
地
区『
二
所
神
社
』を
訪
ね
て

と
う  

や
当
家
の

引
継
ぎ
式

「
由
来
」が
刻
ま
れ
て
い
る

『
二
所
神
社
改
修
記
念
碑
』

　アゲハは前ばねの
付け根に縞がありま
す。アゲハとキアゲ
ハは成虫は良く似ていますが、幼虫は全く違います。
興味のある人は、図鑑で調べて下さい。また幼虫は、
アゲハはゆずなどのミカン科を、キアゲハはにんじん
などのセリ科の植物の葉を食べて育ちます。　　（平林）

（4）お　お　あ　さ　ひ

あ
と
が
き

第１２9号
笠間市社会福祉協議会大旭支部

大旭支部長　平林英男
大旭支部広報委員会
令 和５年３月３１日
有 限 会 社 大 塩 企 画

発 行
編 集
発行日
印 刷

蝶 図
鑑
アゲハ
キアゲハ

矢 野 下 藤 株

矢 野 下 下 郷

大 沢 上 １

大 沢 上 ２

大 沢 上 ３

大 沢 下 １

大 沢 下 ２

八 幡 台 １

八 幡 台 ２

原 団 地

清 住 町

若 狭 山 団 地

旭 台

旭 台 団 地 １

旭 台 団 地 ２

旭 台 団 地 ３

旭 台 団 地 ４

旭 平 １

旭 平 ２

旭 平 団 地

旭 崎 １

旭 崎 ２

緑 ヶ 丘 団 地

サンステージ

矢 野 下 本 郷
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15,000

54,000
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121,000
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3,000

5,000

9,000

5,000

9,000

6,000

3,000

3,000

15,000

61,000

17,000

75,000

102,000

62,000

56,000

104,000

113,000

64,000

82,000

46,000

68,000

35,000

132,000

66,000

63,000

65,000

32,000

225,000

84,000

39,000

110,000

30,000

15,000

19,000

6,000

1,710,000

17,000

78,000

110,000

67,000

56,000

144,000

118,000

64,000

82,000

46,000

68,000

44,000

153,000

66,000

63,000

65,000

35,000

225,000

141,000

39,000

141,000

30,000

15,000

19,000

6,000

1,892,000

令 和 ４ 年 度 大 旭 支 部 会 員 会 費 報 告

地区名 法　人 特　別 一　般 金額合計

矢野下地区『二所神社』を訪ねて ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１
ふれあいサロンなごみ　民生委員・児童委員表彰者紹介・改選のお知らせ ・・・・・・・２
地域とともにある学校づくり（友部第二小学校運営協議会報告） ・・・・・・・・・・・３
令和４年度会員会費の報告とお礼　蝶図鑑 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４

も
く

じ

ここ

（キアゲハ）（アゲハ）



（2）お　お　あ　さ　ひお　お　あ　さ　ひ（3）

　笠
間
市
教
育
委
員
会
で
は
、
学

校
の
運
営
方
針
等
に
地
域
の
意
見

や
願
い
を
反
映
さ
せ
て
い
く
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
進
め

て
い
ま
す
。

　友
部
二
小
で
は
「
学
校
運
営
協

議
会
」
を
設
置
し
て
２
年
目
に
な

り
ま
す
。
学
校
と
保
護
者
、
地
域

が
知
恵
を
出
し
合
い
連
帯
・
協
力

し
な
が
ら
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く

り
に
努
め
て
い
ま
す
。

　こ
の
「
学
校
運
営
協
議
会
」
に
、

大
旭
支
部
、
区
長
会
か
ら
も
地
域

に
居
住
す
る
市
民
と
し
て
参
加

し
、
学
習
支
援
や
環
境
整
備
な
ど

の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　令
和
４
年
度
も
、
多
彩
な
活
動

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し

ま
す
。（
写
真
は
、
友
部
二
小
か

ら
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）

　友
部
二
小
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）
の
学
習
を
進
め
て
い
ま

す
。　私

た
ち
の
地
球
を
守
ろ
う
、
環
境
を

よ
く
す
る
た
め
に
、
自
分
た
ち
で
で
き

る
こ
と
を
身
の
回
り
か
ら
始
め
よ
う
、

と
い
う
こ
と
か
ら
、
ア
ル
ミ
缶
回
収
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
度
、
こ
の
活
動
を
地
域
に
広
げ
、

地
域
の
皆
様
と
と
も
に
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　ぜ
ひ
、
地
域
の
皆
様
に
も
ア
ル
ミ
缶

回
収
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ア
ル
ミ
缶
は
、
い
つ
で
も
学
校
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
東
門
の
隣
に
回
収
Ｂ
Ｏ

Ｘ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
平
日
だ
け
で

な
く
、
休
日
も
回
収
で
き
ま
す
。

　な
お
、
回
収

に
よ
っ
て
得
た

収
益
は
、
学
校

教
育
活
動
に
還

元
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　立
春
も
過
ぎ
、
春
が
一
日
い
ち

に
ち
と
近
づ
き
、
梅
の
た
よ
り
も

と
ど
い
て
い
ま
す
。
支
部
女
性
部

に
じ
の
会
（
渡
辺
米
子
会
長
）
で

は
、
毎
月
第
二
木
曜
日
に
「
高
齢

者
の
居
場
所
づ
く
り
・
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
な
ご
み
」
を
、
旭
崎
新
農

村
集
落
セ
ン
タ
ー
で
開
き
、
多
く

の
高
齢
者
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　２
月
９
日
に
は
、
45
人
の
方
々

と
高
齢
者
向
け
住
宅
う
ぐ
い
す
の

杜
か
ら
職
員
の
大
久
保
彩
子
さ

ん
・
野
本
弘
美
さ
ん
が
高
齢
者
の

送
迎
と
指
導
や
応
援
で
参
加
、
今

回
は
、
女
性
部
の
辻
睦
美
さ
ん
が

作
り
方
を
詳
細
に
説
明
、
一
人
ひ

と
り
指
導
の
も
と
、
脳
ト
レ
の
た

め
「
小
物
づ
く
り
・
ふ
く
ろ
う
」

を
つ
く
り
ま
し
た
。

　渡
辺
会
長
は
「
毎
月
、
皆
さ
ん

の
に
こ
や
か
な
笑
顔
を
拝
見
で
き

る
の
が
楽
し
み
で
す
。
な
ご
み
は

友
達
づ
く
り
と
親
睦
を
は
か
る
と

こ
ろ
、
今
回
は
皆
さ
ん
と
一
緒
に

ふ
く
ろ
う
を
つ
く
り
、
帰
っ
て
か

ら
ご
家
族
に
見
せ
て
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
う
ぐ
い
す
の
杜
の
職
員
が

前
に
出
て
、
体
と
頭
の
体
操
で
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
、
散
会
し
ま
し
た
。

　３
月
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
は
笠

間
警
察
署
か
ら
講
話
と
し
て
「
交

通
安
全
」
と
「
だ
ま
さ
れ
な
い
で
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　昨
年
末
に
行
わ
れ
た
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
一
斉
改
選
で
、
次
の
方
々
が
交
代
と
な
り
ま

し
た
の
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

◎
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
宅
訪
問
、
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情

報
提
供
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
相
談

の
内
容
に
よ
り
、
市
行
政
や
社
会
福
祉
協
議

会
な
ど
の
関
係
機
関
に
つ
な
ぎ
ま
す
。
各
地

区
の
委
員
に
連
絡
・
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

• 

大
旭
支
部

　
　（
広
報
委
員
会
）

　
　
　
　岩
田

　幸
雄

　
　（
児
童
・
環
境
委
員
長
）

　菊
池

　三
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　菊
池

　
美
智
子

　
　
　
　
　
　
大
和
田

　勉・
園
部

　敏
子

　
　
　
　
　
　
田
中

　敬
一
・
齋
藤

　
　清

※

「
表
彰
者
の
紹
介
②
③
」下
段「
改
選
の
お
知
ら
せ
」の
詳
細
は
、

民
児
協
「
ぬ
く
も
り
№
17

　３
月
発
行
」
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。

に
じ
の
会

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
は
社
交
場

笠
間
市
社
会
福
祉
協
議
会
表
彰

１
全
国
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者
表
彰

２
茨
城
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
会
長
表
彰

３

退任者

大和田　勉

園部　敏子

川井　一郎

田中　敬一

大垣　　茂

地　　区

八 幡 台 １

大 沢 下 １

大 沢 １ ・ ２

旭 平 １ ・
サ ン ス テ ー ジ

矢野下藤株・下郷
清住町・若狭山団地

新任者

米川　健一

深澤　美穂子

相澤　博美

後藤　政見

軍司　行男

脳トレふくろうづくり

親
睦
と
友
達
づ
く
り

親
睦
と
友
達
づ
く
り

「月下美人」
（家で珍しい花が咲きました）
９月 30 日、22 時ごろから咲き始め、
24 時ごろには、すっかりしおれてし
まいました。本当に短い時間しか咲
いていませんでした。

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
　
　
　
改
選
の
お
知
ら
せ

友
部
二
小 

環
境
委
員
会
よ
り

地
域
の
皆
様
へ

友
部
二
小 

環
境
委
員
会
よ
り

地
域
の
皆
様
へ

表
彰
者
の
紹
介
（
敬
称
略
）

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り

友
部
第
二
小
学
校
運
営
協
議
会
報
告

新通学路見守り

まち探検引率 排水溝修繕

駐車場補修

たなばた準備 区長会と共同除草

青空に泳ぐ鯉のぼり

お月見飾り

ひな段かざり 初めてのおひな様

わぁ、
おひな様だぁ

SDGsアルミ缶回収BOX

挨拶をする
持丸正美校長先生


